
豊かな心
①児童活動やペア活動など異年齢活動をさらに充実させていくようにする。地域や保護者、福祉施設などの関り
を大切にするとともに、思いやりの心や自己有用感を味わう場や機会をもつようにする。③子どもの実態をもとに
特別な教科「道徳」の指導の充実を図る。

担当 道徳部

豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組

令和４年度

中期取組目標
○全職員が学校経営に主体的に参画し、児童や保護者、地域から信頼される楽しく豊かな学校づくりを目指します。
・一人ひとりの子どもが、学習の楽しさを実感しながら、主体的に問題解決に取り組む授業を推進し、学力の向上を図ります。
・一人ひとりの子どもが、自己有用感をもち、自他との違いを認め、大切にし合いながら安心して学校生活が送れるようにします。
・小中一貫ブロック校や家庭、地域と連携して、地域の中でともに子どもを育む学校づくりを進めます。

横浜市立 a1

学校教育目標
～笑顔いっぱい　夢いっぱい　未来を創る東っ子～
○学ぶ楽しさを知り、粘り強く学習に取り組む子を育てます。（知）
○自分と友だちを大切にする、豊かな心をもった子を育てます。（徳）
○心と体を鍛え、自ら心と体の健康づくりを進んでする子を育てます。（体）
○「まち」とのふれあいを大切にし、共に生きる子を育てます。（公）
○さまざまな社会の変化に、柔軟に対応できる子を育てます。（開）

　　　　　　　　　　　　　　　《問題発見・解決》

　　　　　　　　　　　　　《心身たくましく生きる力》

　　　　　　　　　　　　　　《自分づくりに関する力》
　

具体化した資質・能力

願いをもつ　　協調的に解決策を見いだし実行する能力
健康な生活を営むための基本的な生活習慣
他者を理解する態度・自己を理解する姿勢
伝え合うことで自分の考えを深化させる力

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

　子どもたちは穏やかで、落ち着いて生活することが
できており、地域や家庭の協力体制も整っている。自
分から進んで関わろうとする意識も高まっているが、
相手の気持ちを汲み取って行動することが難しい児
童も多い。そのため、児童会活動やペア活動など異
年齢活動を充実させる。地域や保護者の協力を得て
行われている行事を大切にするとともに、思いやりの
心や自己有用感を味わうことができるようにしていき
たい。
　また、「あいさつを進んでしている。」と考えている児
童は多いが、「いつでも、どこでも、だれとでも、自分
から」という教職員の願いからすると、意識のずれを
感じる場面も多い。そこで、「自分から」お互いに気持
ちのよい挨拶をしていけるよう声がけをしていく。

体験活動を豊かに行うことを通して、集団や社会の一員であることを実感しながら、思い
やりの心や規範意識を育てる。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

【項目　道徳教育】道徳科を要とした学校の教育活動全体を通じた道徳教育
　・年間指導計画を活用し、学校行事や各教科等、豊かな体験との関連を図った道徳科の指導
を行う。
・全学級の道徳の授業を家庭・地域に公開する。（年１回以上）
・メンターチームの活動等を利用し、指導方法や教材活用方法を研修し、授業力を高めること
で、主体的で対話的な道徳科の授業を目指す。
【項目　人権教育】「だれもが」「安心して」「豊かに」生活できる学校風土の醸成
　・ＹＰアセスメントの支援検討会による、教職員の人権感覚・意識の向上を目指す。
　・子どもの社会的スキル横浜プログラムを全校で取り組み、子どもの自尊感情、コミュニケー
ション力、意思決定や問題解決能力の向上を図る。
　・子どもの自尊感情を育成するために、「わかった」「できた」を感じられ、安心して自分を表現
できる授業づくりに取り組む。

下
半
期

【項目　道徳教育】道徳科を要とした学校の教育活動全体を通じた道徳教育
・集会やニコニコふれあいタイムなどの時間を使って、異学年との交流を深め、絆を築く。
体験活動を通して他者との関わりや自己を見つめ、集団や社会の一員であることを実感しなが
ら自己有用感を高められるよう、地域や保護者の方々の協力も図り、多様な体験活動を推進す
る。
【項目　人権教育】「だれもが」「安心して」「豊かに」生活できる学校風土の醸成
　・上半期同様にＹＰアセスメントの支援検討会による、教職員の人権感覚・意識の向上を目指
し、１回目と２回目のクラス風土を比べ、個人や集団での自尊感情、コミュニケーション力、意思
決定や問題解決能力の向上を図る。
・委員会活動等を通して、あいさつを進んで行うように声かけをしたり、あいさつ運動などの取り
組みを計画する。

健やかな体の育成プラン

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

学力向上アクションプラン

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

確かな学力
①児童の実態をもとに教材研究を丁寧に行い、学習内容、学習方法、指導のねらいなどについて共通理解を
図っていく。②学習計画を児童と考え、児童一人ひとりが学習のめあてを意識して学習に取り組ませることで主体
的な学びを構築し、資質、能力の育成を図るようにする。

健やかな体
①委員会活動を中心とした体力向上の取組では、学年に応じて誰でも取り組める運動を取り入れていく。また、
地域ボランティアやPTAと連携した「いきいきキッズ」の活動でも引き続き、児童の体力の向上を図っていく。②新
体力テストの記録を児童が活用することで、自分自身の問題ととらえ、さらなる実践につなげていく。

担当 重点研推進委員会 担当 体育部

今年度の目標

（１）学力に関わる児童生徒の実態
　図は、今年度から実施した横浜市学力状況調査の
結果である。調査を実施していない時期をさかのぼ
り、令和元年度の調査結果から振り返ると、学力、学
習意識及び生活意識ともに市平均を上回っているも
のが多い。また、多くの学年が、令和元年度よりも学
力が高まっている。また、生活意識では、「勉強が好
きか」という設問でも横浜市の平均より高い学年が多
い。

（２）教科学習の状況
○ 国語科：全学年において文学的な文章に関する問
題においては、全国平均を上回っている。一方で、説
明的な文章においては、平均を上回るも低い水準で
ある。
○ 算数科：図形、統計の領域において全国平均を下
回っている学年が多いことが見受けられる。
○ 社会科：全学年においてどの領域においても全国
平均を上回っている。
○ 理　科：全学年においてどの領域においても全国
平均を上回っている。
（３）経年変化の状況と要因の分析（学習・生活意識
調査も含めて分析）
ここ数年間の経年変化の状況から、学校全体として
生活意識は全国平均よりも高い傾向にあるが、低学
年になるにつれて、校外生活における意識が低くなる
傾向が見られた。これには、児童の発達段階による
要因も影響していると考えられる。

主体的に学びを深め、自分の思いや考えを表現する
日々の体育学習やスポーツ委員会の運動集会、朝の体力アップ、中休みのいきいきキッズなどの取
組を通して、子どもたちが運動の楽しさを味わい、毎日の遊びに取り入れたり、体力の向上につなげた
りすることができるようにする。

目標を実現するための具体的行動プラン

下
半
期

１年生：年間を通して、ペア活動、仲間づくり活動を行い、安心して生活し、自己表現できる環境
を整える。
２年生：学習の喜びを実感したり、自信をもって学習に取り組んだりできるよう支援することで、
学習に対する意識を高めていく。
３年生：学校が安心できる場所として学習に取り組めるよう支援することで、さらに学習意識を高
めていく。
４年生：課題について、ペアや小グループでの説明や意見を伝えたり聞いたりする表現活動を
増やし、友達の考えとの共通点や相違点に気づくことができるようにする。
５年生：根拠を明確にして説明したり、意見を述べたりするなどの活動を大切にして、自信をもっ
て学習に臨めるような指導をする。
６年生：自分の考えについて根拠をもって伝えるとともに、他の考えのよさに気付いたり受け入
れたりすることで、思考を深めていく。
個別級：行事や体験的な学習に向けた事前学習をすることで見通しをもって活動に参加し、人と
の関わりや集団行動がスムーズにできるようにする。また、その成功体験を積み重ねていく。

下
半
期

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

１年生：身の回りのことに興味をもち、学びを楽しむことができるように授業づくりを行う。
２年生：身の回りのことに興味をもち、学んだことを伝え合うことができるように授業づくりを行う。
３年生：みんなで問題を見つけて、みんなで解決できるように授業づくりを行う。
４年生自ら問題を見つけて、みんなで解決できるように授業づくりを行う。
５年生：自ら学び、問題を見出して解決していくことができるように授業づくりを行う。
６年生：自ら学び、新たな問題を追及できるように、授業づくりを行う。
個別級：個別学習の時間の充実を図り、一人ひとりにあった課題に取り組むことで、学習の楽し
さを実感したり、学習への意欲を高めたりする。

上
半
期

《体育科・保健体育科での取組》
＜体育学習＞
・順番やきまりを守り、より楽しむためのルールを工夫して、他者との豊かな関わりをもちながら
運動できるようにする。
・適度な運動の必要性や基本的な生活についての知識をもち、行動できるようにする。
・新体力テストの結果を把握し、子どもたちの体力の向上につとめる。
・学習カードや個の課題にあった場を設定するなど、工夫した授業づくりをする。
・発達段階や個人差を踏まえた一人ひとりを見た指導をする。
《教科外での取組》
・運動の楽しさを知り、習慣化させる取り組み・指導を行う。
・「スポーツ集会」制度を導入し、子どもたちが運動に親しみ、意欲的に運動に取り組もうとする
態度を育てる。朝の時間を活かし、体力の向上を目指すとともに、協調性や、団結力を高める。
・運動会では、体育科で培った、短距離走や表現運動の資質能力をさらに伸ばすために、各学
年での演技指導や短距離走の指導の充実を図る。
・おやじの会主催のキックベース大会へ積極的に参加できるようにする。
《体育科・保健体育科での取組》
・運動する場所や用具の安全を確かめ、めあてに向かって最後までやり遂げようとする。
・ICT機器やデジタル教材を使って、動きを視覚でとらえることができるようにする。
・発達段階や個人差を踏まえた一人ひとりを見た指導をする。
《他教科での取組》
・家庭科では、食教育との関連を図り、学校の充実を図る。
《教科外での取組》
・体力だけでなく、お互いの状況や思いを理解し、コミュニケーション能力の向上を目指す。
・食育では、日々の食事や給食を通して、①食事の重要性②心身の健康③食品を選択する能
力④感謝の心⑤社会性⑥食文化を身につける。
・おやじの会主催の昔あそび大会へ積極的に参加できるようにする。
・地域のダブルダッチ団体「ＺＥＲＯ」の方々と保護者のボランティアの方、または子どもたちで、
長縄・ダブルダッチの縄をまわし、中休みを利用して跳ぶ練習をする。中休みには長縄大会を実
施して、体力向上や運動に向かう姿勢の向上を図る。

（１） 体育・健康に関する実態
　・休み時間には体を動かして元気に遊ぶことができ
ている。（学年を限定）
　・体育の授業では、安全に力いっぱい運動してい
る。
　・いきいきキッズに進んで参加している。互いに協力
し、自分の力にあった場を選び、高め合いながら取り
組んでいる。
　・給食の残量が少しずつ減ってきている。朝食の、
摂食率も市の平均に比べると高くなっている。

（２）今後の見通しについて
○一昨年より休み時間には校庭の使用を制限して密
の回避をしながら運動時間の確保を行っている。家庭
ごとの考えも様々で、下校後は遊びに行かない児童
もいれば以前と変わらず夕方まで十分に体を動かす
児童もいるなど、全体的に捉えると運動量が十分であ
るとは断言できない。心の健康面も考慮して、心身と
もに健康でいられる環境を整えていきたい。
○放課後の子ども運動実施時間が、市の平均と比べ
ると少なく、体力低下が心配される。地域に外遊びが
できる空間は十分にあるものの、塾に通っている子ど
もも多く、体を動かす習慣が十分に身に付いていると
は言えない。そのため、よく体を動かす子どもと、そう
でない子どもとの二極化が表れているのも現状であ
る。学校では子どもが進んで体を動かしたくなるよう
な、環境整備、意欲付けを併せて行っていきたい。
○自分の体力について知る機会が少ないので、積極
的に新体力テストの記録を参考にして、体育の授業
で生かせるような指導を目指す必要がある。


